
今までの糸端を裏にたらし、

新しい糸で編み始めます。

（糸端は約15cm残しておきます）

途中で糸がなくなったら新しい糸をつなぎ、糸端を始末します。

新しい糸の端を約15cm

残して編み始めます。

糸端はとじ針に通し、編み

端の半目にくぐらせていき、

編み地の際で切ります。

とじ針

上の糸端も、　と同じように

始末します。

◆ 編み地の途中で糸をかえる方法

◆ 編み地の端で糸をかえる方法

今までの糸と新しい糸の糸端

は、裏で仮結びしておきます。

編み地を裏に返して仮結び

した糸端をほどき、右の糸は

とじ針で左の目をすくって

通し、編み地の際で切ります。

左の糸は　 と同じように右

の目をすくって通し、編み地

の際で切ります。このように

すると目立ちません。

表

新しい糸

裏

裏

糸のつなぎ方と始末

裏

ゴム編の場合

２本の糸を交差させてから、

今までの糸は下に、新しい

糸は上に、図のように目に

そってくぐらせます。
裏

伏せ止め

目がほどけないように、編み終わり等を止める方法です。

＊伏せ止めした目を「伏せ目」といいます。

表目を2目編みます。 左の針で右の目をかぶせます。

数段ずつ、とじていく糸が

見えなくなるまで引きしめ

ながら、すくっていきます。

それぞれの脇から、1目めと

2目めの間の渡り糸をすく

っていきます。

左右の表側をつきあわせ、

作り目をすくいます。

セーターの前身頃と後身頃の脇をとじるとき等によく使うとじ方です。
＊ゴム編の場合の説明をしていますが、メリヤス編のときも同じです。

「１目編んでかぶせる」

をくり返します。

最後は、切った糸端

を通して引きしめま

す。

かぶせたところです。

続けて、次の目を１目

編みます。

とじ針

表 表
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